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研究成果の概要（和文）：本研究では、急増する認知症者を支える仕組みづくりを目指すための科学的根拠とな
る基盤的研究成果を得ることを目的とした。認知症発症リスクの高い集団や認知症者を多く含む患者集団を対象
とした研究から、彼らの社会との関わりの中には比較的維持しやすいものもみられるものの、総じて関わりが少
ないこと、またこうした関わりがあるほど認知症発症や死亡といったその後の予後が良好である可能性が示唆さ
れた。他方、認知症者の社会参加や幸福感の視点から、本研究では孤独感尺度日本語短縮版を検証し認知症者へ
の測定可能性を確認した。

研究成果の概要（英文）：This research conducted several basic studies aiming at developing a support
 system for people with dementia. From our studies conducted on people with a high risk of 
developing dementia and patients diagnosed with dementia, we revealed that some domains of their 
social relationships are better maintained than the others. However, the participants had relatively
 poor social relationships in general. Additionally, several social relationship factors reduced the
 risk of developing dementia and mortality. We also examined the validity of a Japanese short 
version of a loneliness scale and confirmed its feasibility for people with dementia.

研究分野： 公衆衛生学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
認知症者のケアに関する研究の多くは医学的視点によりなされてきた。本研究の実施により、これらの知見に認
知症者のサクセスフルエイジングという社会科学的な視点を加味し、認知症者本人の社会参加や幸福感の側面か
らいくつかの科学的根拠を得ることができた。本研究は認知症者が患者としてだけではなく生活者としてより良
く生きるあり方を検討する基礎資料に位置づくものと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 認知症者が急増する中、彼らを支える仕組みづくりとそのためのエビデンス構築がますます
重要といえる。これまで認知症者に対する治療やケアといった医療的側面においては数多くの
知見がみられる一方、生活者としての認知症者をより社会科学的側面から捉えた研究は十分と
はいえない。 
 社会老年学の領域では、高齢者の肯定的側面を評価するサクセスフルエイジングの枠組みに
おいて、これまで社会参加と主観的幸福感に関する数多くの研究がなされている。しかしサクセ
スフルエイジングの当初の概念には、高齢者が認知症などの疾患や障害を持った後の人生は想
定されていない。認知症者が急増するなか、認知症を抱えて生きる人のサクセスエイジング、な
いし社会参加継続や幸福感について検討することが重要と考えられる。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、社会科学的視点と医学的視点の融合から、認知症者やその家族の生活の質を高め
るあり方を検討するための基盤となるエビデンス形成を図ることを目的とした。具体的には、以
下の 3 点を実施した。 
 
(1) 既存の縦断的観察データや新規に構築した縦断データの解析から、認知症ハイリスク者あ

るいは認知症者を多く含む患者集団を対象に社会活動参加やそれを包含する社会関係の特徴
を把握すること 

(2) 社会関係と認知症発症や死亡といった予後との関連を把握すること 
(3) 主観的幸福感の視座から、認知症者において測定可能な評価尺度を検討すること 
 
３．研究の方法 
(1) 認知症ハイリスク者における社会関係および認知症発症との関連（Saito ら, 2017） 
 日本老年学的評価研究（JAGES）が 2003 年に愛知県内の 10自治体において実施した 65歳以
上の要介護認定非該当男女 33152 名への自記式調査の回答者のうち、その後約 10 年間の要介
護認定情報を突合できた 15313 名からなる縦断データを使用した。本課題ではこの JAGES デー
タを用いて 2つの研究を実施した。 
①認知症ハイリスク者におけるグループ活動参加とその後の認知症発症との関連 

 竹田ら（2016）が開発した認知症リスク得点に基づき、認知症リスク得点別に対象者を 5
分位にし、発症リスクが非常に低い第 1 分位の者（2749 名）とリスクが最も高い第 5 分位
の者（1750 名）を分析対象とし、グループ活動参加状況を 2 群で比較するとともに、それ
ぞれの群において認知症発症に関連する活動内容を検証した。認知症発症については要介
護認定時の認知症高齢者の日常生活自立度評価 IIa 以上の者を「認知症発症あり」とみな
した。社会参加については、「趣味の会」「スポーツのグループ」「宗教団体」「同業者団体」
「ボランティアのグループ」「政治団体」「市民運動」「町内会・老人クラブ」の 8つのグル
ープ活動への参加有無を把握した。その他、性、年齢、教育年数を把握した。 

②主観的認知障害（SCI）のある高齢者における社会関係と認知症発症との関連（Saito ら, 2018） 
 同データセットのうち、SCI のある者 2072 名について、社会関係と認知症発症との関連を
検討した。認知症発症については上記の操作的定義を用いた。社会関係として対人関係の質
的側面を表すソーシャルサポートとして「同居家族」「別居子・親族」「友人・知人」とのサ
ポート交換の有無、量的側面を表すソーシャルネットワークとして「配偶者有無」「別居子・
親戚との交流有無」「友人・知人との交流有無」、社会活動として「グループ活動への参加有
無」および「就労」の計 8項目を測定した。その他年齢、性別、社会経済状態、疾患や抑う
つなどの健康指標、身体・余暇活動を把握した。 

 
(2) もの忘れ外来受診者における社会活動参加状況と死亡との関連 
 国立長寿医療研究センターもの忘れ外来を 2010 年 6 月～2018 年 9 月までに受診した者のう
ち、3106 名について受診後からの死亡状況と受診時データとの突合を行うことができた。本研
究ではそのうち、社会活動参加状況に回答した 1966 名を対象に、社会活動参加と死亡との関
連を検証した。 
 死亡については、受診後から 5年間の死亡および死亡まで日数を把握した。老人クラブ等地
域のグループ活動等への参加については、「積極的に参加」「ときどき参加」を参加ありとし「ほ
とんど参加なし」「参加なし」を参加なしとした。その他、性、年齢、教育年数を把握した。 

 
(3) 孤独感尺度日本語短縮版の検証と軽度認知症者への適用可能性の検討（Saito ら, 2019） 
 UCLA 孤独感尺度は日本語においては 20項目版がすでに検証され（舛田ら, 2012）、より簡便
な 3項目版についても英語では検証されている（Hughes ら, 2004）。そこで本研究ではまず日
本語 3項目版についての検証を行い、そのうえで軽度認知症者ならびに軽度認知障害を有する
人への測定可能性を予備的に検討した。 
①尺度の検証 

 舛田ら（2012）の日本語訳をもとに改めてバックトランスレーションを行い最終的な日本



語項目を決定した。1 自治体における 65 歳以上住民を対象とした調査において測定し、分
析対象の 536 名において、項目分布や欠損の程度を確認した。さらに各項目間の数値的な
まとまりの良さを表す内的整合性を確認するとともに、抑うつ度やソーシャルネットワー
ク、ソーシャルサポートといった既存の調査項目と孤独感尺度との相関関係が舛田ら（2012）
および Hughes ら（2004）の先行研究と同様かどうかの観点から妥当性を検証した。 

②軽度認知障害ならびに軽度アルツハイマー型認知症者における測定可能性の予備的検討  
 国立長寿医療研究センターを受診する 65 歳～89 歳までの 6 名を対象に当該尺度を測定
し、測定可能性を確認した。 

 
４．研究成果 
(1) 認知症ハイリスク者における社会関係と認知症発症との関連 
 ①認知症ハイリスク者におけるグループ活動参加とその後の認知症発症との関連 
  リスク高群のグループ活 

動への参加状況について
みると、「宗教団体」への参
加以外はいずれも低群と
比較して少なかった。特に
「スポーツのグループ」へ
の参加割合はリスク高群
では 6.9％、低群では
42.3％と約 6 倍の差がみ
られた。リスク高群で最も
参加割合が高いグループ
活動は「町内会・老人クラ
ブ（54.7％）」といった地縁的な組織であった（表 1）。 

 
 グループ活動への参加とその後の認知症発症との関連について分析（Cox 比例ハザードモ
デル）した結果、性や年齢、教育といった個人特性の影響を調整しても、リスク高群では、
「スポーツの会」に参加する者では、参加しない者と比較して認知症発症リスクがおよそ
34％低く、「町内会・老人クラブ」に参加する者ではおよそ 17％リスクが低かった。 

 
②SCI のある高齢者における社会関係と認知症発症との関連 

 分析の結果、年齢、性別、社会経済状態、疾患や抑うつなど、様々な個人特性の影響を調
整しても、SCI のある高齢者においては、有配偶者は無配偶の者と比較しておよそ 20％、友
人や知人との交流がある者はない者と比較しておよそ 34％認知症発症リスクが低かった。 

 
(2)もの忘れ外来受診者における社会参加状況と死亡との関連 
 受診者の 27.4％は受診の
時点で何らかの地域活動に
参加していた。分析の結果、
性、年齢や教育歴の影響を調
整しても、活動に参加ありの
者はなしの者と比較してお
よそ 28％死亡リスクが低か
った（図 1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3) 孤独感尺度日本語短縮版の検証と軽度認知症者への適用可能性の検討 
①65歳以上一般住民における検証 

 日本語 3 項目版は欠損値も 2%程度と少なく、内的整合性を示すクロンバックのα係数も
0.84 と高かった。また抑うつ度やソーシャルネットワーク等との関連についてみると、既
存研究とほぼ同様の相関関係を得ることができた。  

 
②軽度認知障害ならびに軽度アルツハイマー型認知症者における測定可能性の予備的検討 

 面接調査法を用いて測定した結果、平易な質問文で選択肢数が多すぎず困難なく測定で

 低リスク群 
（2749 名） 

高リスク群 
（1750 名） p 値 

趣味(%) 47.1 17.8 <.001 
スポーツ(%) 42.3 6.9 <.001 
宗教(%) 12.3 13.4 .341 
同業者(%) 16.2 6.7 <.001 
ボランティア(%) 18.6 4.2 <.001 
政治(%) 11.5 5.6 <.001 
市民運動(%) 7.1 2.6 <.001 
町内会・老人クラブ(%) 64.0 54.7 <.001 

表 1.グループ活動参加割合の比較 

(p = .015) 

図 1.社会活動参加別の累積生存率（5 年間） 



きることを予備的に確認した。 
 
(4)考察・結論 
 認知症発症リスクが高い集団あるいは発症者を多く含む患者集団において、社会活動参加や
ソーシャルサポート、ソーシャルネットワークが予後を改善する可能性が示された。一方こうし
た人々の社会参加には、継続が比較的容易なものとそうでないものがあることが示唆された。社
会活動の参加割合を例とする本研究での分析結果からは、地縁的なグループ活動はその他の活
動と比較して継続が比較的しやすく予後にも良好な可能性が示唆された。引き続き認知症発症
後の社会参加のあり方を検討するとともに、その効果検証を進めていく予定である。他方、認知
症者の社会参加状況や主観的 well-being においていくつか測定可能なアウトカムを確認し、本
研究ではこれらのうち孤独感尺度日本語短縮版について検証を行い、実際に認知症者による測
定が可能であることを予備的に確認した。今後実際にこれらの指標を用いて認知症者の社会参
加や幸福感といった社会科学的視点から一層研究を推進する予定である。 
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